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滋賀テックプラングランプリ
7月頃

オリエンテーション
Orientation

2019年 SUMS EDGE-NEXT スケジュール Schedule in 2019

海外研修
Overseas Training

バイオテックプラングランプリ
9月頃

医療機器開発セミナー（滋賀県産業支援プラザと共同：2ヵ月に1回）

（セミナー） （医療現場見学） （セミナー） （医療現場見学） （セミナー）

iKODEプログラム iKODE program（自主継続 H29～）

後期 iKODE大学院選択科目
医療イノベーション概論 松浦昌宏

関連イベント
Others

学内インターンシップ
(Internal Internship)

メンター制度の構築（通年）

知的財産セミナー（大学院生向け）
日本弁理士会講師

知的財産セミナー（学部生向け）
日本弁理士会講師

イノベーション教育学会
11月頃（徳島大学）

医療特化型BM仮説検証プログラム（全4回）
① 9/14-15 ＠SUMS ③ 11/16 ＠早稲田大学

② 10/19＠早稲田大学 ④ 12/14 ＠早稲田大学

医療イノベーションの基礎（選択科目）
4/10～7/18（毎週水曜日、4限、計16回）

（医療現場見学）

特別講義② 5月22日 再生医学と広告
（武部貴則教授：東京医科歯科大学）

SUMS ピッチコンテスト
SUMS Pitch Contest

Skyward EDGE 合同教育プログラム
(8月28日～30日, 山形県飯豊町)

Green letters = Bilingual program (Japanese and English)
イノベーションワークショップ

Innovation Workshop(5times)

5月 7月 9月 1月 3月

9月頃

11月

11月6日

（8月18日～25日）

特別講義① 4月24日 金融リタラシー（滋賀銀行） ミニシンポ
未定

①4/10  ②5月頃

10/7 未定 未定

1



2019年 イノベーションワークショップ
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昨年度の例

予定期間：

8月の土日 2日間（調整中）

場所：滋賀医科大学

バイオメディカル・イノベーションセンター

定員：15名程度

参加方法：事前申し込み

講師：神戸大学 祗園景子特命助教

内容

システム思考×デザイン思考で、「新しい価値」

を生み出す考え方、手法、ノウハウを実践的な

ワークショップを通じて体系的に学ぶ。



2019年 Skyward EDGE 合同教育プログラム
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予定期間：（2泊3日）

8月28日（水）13:00－18:00 （泊）

8月29日（木）9:00-18:00 （泊）

8月30日（金）9:00-17:00
場所：山形県飯豊町（いいでまち）

参加者：本学から5名程度（付添教員1～2名）

他大学（早稲田、東京理科、山形）からも

各大学４～５名の学生が参加

地元の企業や住民の方 数名

飯豊町役場の方 数名

申込方法：（正式案内は近日中にWebで）

選抜方法：同上

費用：旅費・宿泊費は事業費から支出

（現地での食費は自己負担）

内容（講師：東京大学名誉教授 堀井秀之先生他）

i.schoolの手法を用いて、飯豊町の地域活性化を促す

ビジネスアイデアを創造する。

【各大学からの混合チーム（１チーム４名程度）を構成】

事前研修の例



2019年 医療特化型ビジネスモデル仮説検証プログラム
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参加者は、早稲田大学、山形大学、東京理科大学、滋賀医科大学の

学生と社会人で最大２５名程度です。

滋賀医科大学からの参加者は５名程度の定員で、交通費と宿泊費

（必要と認めた場合）は支給されます。

昨年度の例



2019年 海外研修（カナダ・オタワ大学）
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予定期間：8月18日（日）～25日（日）（6泊8日）

参加者：受講生4名（付添教員1名）

申込方法：参加動機、抱負の英作文（A4用紙1枚）

選抜方法：申込者が多数の場合は、上記英作文を

複数の教員で採点し、上位5名を選抜

費用：旅費・宿泊費は事業費から支出

（現地での食費は自己負担）

講義・実習内容（Prof. Hanan Anis他）

① デザイン思考、イノベーション発想法

② ３Dプリンター等でのプロトタイピング

③ Arduinoやモバイル端末のプログラミング

④ Virtual Reality技術の講義と実習

➄ 学生起業家等との意見交換

⑥ 英語でのプレゼンテーション実習

昨年度の例



2019年 SUMSピッチコンテスト
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予定日時：2019年11月6日（水）17時～19時
学内の教職員・学生からアイデア募集

日常業務や生活の中で気づいた課題を解決

するアイデアを募集します。

最終選考に残った10チームのプレゼン

（1次選考は書類での選考となります。）

 5分発表、2分質疑応答、1分入替

予定審査員：学長以下、大学執行部

外部：坂本真一郎(リバネス）

中谷 吉彦 (立命館大学)

木幡 巌(木幡計器製作所）

上位3チームを表彰

更なるブラッシュアップのため、希望者には

アドバンスコースの受講が可能

昨年度の例



2019年 学内インターンシップ
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昨年度の例

申込：随時

募集：2～3名
内容：産学連携活動の補助

①研究シーズ集、医療ニーズ集の作成

②研究者、医療従事者へのヒアリング

③セミナー・イベントの準備手伝い

時給：1,000円（昨年実績）

シフト：週2～3日（3～4時間/日）

詳細は要相談
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